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ニュージーランド放牧牛の圏内繁殖がついにはじまりました

確実に利益が出せる「放牧」への新展開
NZ放牧牛の精液導入は、戦後65年続く日本酪農の新たな“開国"です

フア」ムエイジ株式会社

ニュージーランド(NZ)の酪農家は、「夫婦+1名の働き

手で約300頭を飼養している」というのが標準的な姿で

す。そして生産した乳の95%は加工されて海外へ輸出さ

れます。この圧倒的な国際競争力の源は、生産効率・利益

効率第一の経営姿勢にあります。自の前にある限られた

資源をどう活用し、いかに利益を生むか-。外から飼料を

貿ってまで乳を搾ろうとは決して考えません。単純な大規

模化が効率を土げる唯一の道とも考えていないでしょう。

NZではほぼ100%が放牧をしており、土作り、草作り

の研究と共に、放牧に合わせた牛の改良に地道に取り組

んできましたoそして、たとえ年間の乳麗は少なくても、長

寿命で、あり、粗飼料から乳への変換効率が高い、「生涯を

通して確実に利益を上げる牛」を目指したのです。

今回、このNZ凍結精液をはじめて日本に導入すること

ができました。放牧タイプの「フイレンツエ」

(NZH・103505)と日本事情を勘案した放牧+濃厚飼料

を併行できる「ピエリJ(NZH-672213)です。供給元の

-従JI債、温和な気質
搾乳や牧区移動などの管理がスムーズにできます。

.放牧に適した機能的な体型
地面の牧草が食べやすくエネルギー効率の高い小柄な体つきで、す0

・牧草中心で、年間乳量約4500kg
飼料代を大幅に削減して、利益確保が図れます。 (228日ベース)

・長い泌乳期間・生命寿命
乳量を維持しながら平均5""6産します。

-すぐれた繁殖能力
授精までの平均種付け回数1.3因。しかも自然分娩です。

-日本で登録済み
家畜改良増殖法に基づく血統登録ができます。

CRVアンプリード社では、3年前からアメリカへの精液輸 ・信頼と実績の供給元
出も始めました。日本の酪農家の皆さん、放牧を主体とじ 世界第3位の人工授精専門会社叱RV7ンブリード社Jの精液です。

た酪農スタイルをー絡に考えていきませんか。

「フイレンツエj(NZH・103505) 「ピエリJ(NZH・672213)

(精液のお求め・お問合せ) 各地の農協、NOSAI、家畜人工授精所まで
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詳しい資料ございます(無料)
ご希望の方はご連絡ください!



ニュージーランド放牧牛の圏内繁殖がついにはじまりました!

NZ家畜精液授精日本第一号!(北海道別海町今井さん)
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※NZ精液導入済あるいは導入予定の方へのアンケートです。
※2010年12月より多くの酪農家の皆様にNZ精液を使っていただいています。
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lアンプ日社担当からのコメント
ニュージーランド精液の諸外国での利用
私たちCRVアンブリード社の種牛は、40カ国以上に輸

出され、使用されています。

今回、日本で販売を行う「フイレンツエ」と「ピエリJに

関しては、アメリ力、オーストラリア、アイルランド等で使

用されており、普及が進んでいます。もちろんニュージー

ランドでもトップクラスの種牛で、す。

何故とれらの国が、私たち(ニュージーランド)の種牛

を使用するようになっているかと申しますと、繁殖率の高

さと放牧に適している(長寿命で粗飼料の牛乳への変換

効率が高い)点であると思われます。特にアメリカの場合

は、現在多くの酪農家が穀物の高騰により、破産の直前ま

で来ている状態ですので、今までと同様に大量の穀物を

与えて短命の牛を育てていては、持続的な酪農を続ける

ととはできません。そとで長寿命で粗飼料の変換率の高

い健康な牛が求められています。

私たちが日本の酪農家の方に提案したいのは、大きな

牛を飼育し、メンテナンス(飼料・資材費・診療費)に費用

がかかる今までの経営スタイルではなく、乳牛は小さくて

も、組飼料から牛乳に効率よく転換でき、5産以上できる

牛を飼育する、という酪農スタイルを選択のーっとして取

り入れていただきたいというととです。そして、生産効率

を上げていただくことを願っています。

(C RVアンプリード マイケル・ジ、ヨン・パリー)

との記事に関するお閉会せ、

放牧、NZ家畜精液に関するお問合せは

お気軽にお電話ください!

盟
本スクールは、日本国内でも放牧酪農を本格的に学べる機会を、という要望に応え

て、 1996年~り開催。 25自3日で、放牧の知識と技術を実践的に習得し、理論的な基礎
をしっかり押古えます。国内外の各専門家により、日本で取組む場合のポイン卜や視

察牧場の土壌や牧草の診断を行います。詳しくはhttp://souchi21.blog123.fc2.coml 

ファームエイジ株式会社
〒061-0212北海道石狩郡当別町字金沢166

曹6励議論、ぬ
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